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2026 年 10月 23 日 

報道関係者各位 

学校法人北海道科学大学 

国立大学法人筑波大学 

 

高齢者と介護者の「減薬したい気持ち」に関わる要因を解明した研究が 

Geriatrics & Gerontology International に掲載されました 

 

 北海道科学大学、筑波大学、慶應義塾大学の 3 大学で進めていた共同研究が「Geriatrics & Gerontology 

International」に掲載されました。本研究では、医師と相談しながら薬を減らしたり中止したりする、い

わゆる「減薬」への意向を調査し、その結果、薬について理解し、治療方針の決定に主体的に関わろうと

する人ほど減薬に前向きであり、現在の薬を適切だと認識している人ほど減薬に消極的であることが分

かりました。 

高齢者では複数の病気を抱えることで薬剤数が増え、副作用や服薬負担が問題となることがありま

す。そのため、医師と患者が相談しながら薬を減らしたり中止したりする「減薬」が重要視されていま

す。しかし、減薬を進めるためには医学的な判断だけでなく、患者本人や介護者の理解と納得が不可欠

であるにもかかわらず、日本では高齢者や介護者の減薬への考え方について十分な知見がありません

でした。 

本研究では、調剤薬局を利用する高齢者 326 人と、別に募集された介護者 216 人を対象に、それぞ

れ独立した調査を実施し、「もし医師が可能というならばお薬を減らしたいか」とした減薬への意向に

関連する要因を分析しました。その結果、高齢者では、薬について理解し治療方針の決定に関わろうと

する姿勢が強い人ほど減薬に前向きでした。介護者では、服薬介助や金銭を含めた負担感や薬への関

与に加え、医師への信頼も減薬への意向と関連していました。また、高齢者と介護者の双方において、

現在の薬を適切であると認識していることは減薬への意向の低さと関連していました。 

本研究は、日本において高齢者および介護者の減薬への意向に関連する心理的要因を定量的に明ら

かにした初めての研究です。患者や介護者がどのような考えを持っているかを把握しながら対話を進

めることは、納得感のある服薬や、より安全な薬物治療の推進につながることが期待されます。 

 

 研究代表者  

北海道科学大学 薬学部  

 石井 充章 講師 

筑波大学医学医療系  

 舛本 祥一 講師  

慶應義塾大学医学部  

 大谷 壽一 教授 

 

 



2 

 研究の背景  

 高齢化の進展に伴い、複数の疾患を抱える高齢者が増加し、薬剤数の増加による副作用や服薬負担が課

題となっています。このため、医師と患者が相談しながら不要な薬や有害事象のリスクが高い薬を減らし

たり中止したりする「減薬」が、薬物治療の適正化に向けた重要な取り組みとして注目されています。医

療者を対象とした安全な薬物治療のためのガイドラインの整備が進む一方で、減薬を進めるためには医

学的な判断だけでなく、患者本人や介護者の理解と同意が欠かせません。しかし、日本では高齢者や介護

者が減薬をどのように捉え、どのような考え方が減薬への意向と関連するのかについて十分な知見があ

りませんでした。そこで本研究では、高齢者と介護者を対象に、減薬への意向とその関連要因を明らかに

することを目的として調査を行いました。 

 

 研究内容と成果  

本研究では、高齢者および介護者が減薬に対してどのような考えを持ち、その意向にどのような要因が

関連しているのかを明らかにするため、質問票を用いた横断調査を実施しました。調査対象は、3 か月以

上継続して１つ以上の薬を使用している 65 歳以上の高齢者 326 人と、要介護高齢者を支援する介護者

216 人です。なお、高齢者は調剤薬局を利用する比較的自立した高齢者から構成され、介護者は要介護高

齢者を支援する介護者から構成されており、両群は患者・介護者の対応関係を持たない独立した調査集団

です。そのため、本研究は両群を直接比較することではなく、それぞれの集団において減薬への意向に関

連する要因を明らかにすることを目的としました。 

評価には、減薬に対する態度を測定する国際的な質問票である rPATD（revised Patients' Attitudes 

Towards Deprescribing）日本語版注１）を用いました。rPATD では、「もし医師が可能というならばお薬

を減らしたい」とする“減薬の意向”のほかに、「Burden」「Appropriateness」「Concerns about stopping」

「Involvement」の 4 つの側面から減薬に対する態度を評価できます。 

調査の結果、医師が可能と判断した場合に減薬を希望すると回答した人は、高齢者では 61.7％、介護

者では 31.5％でした。高齢者においては、薬について理解し治療方針の決定に主体的に関わろうとする

「薬への関与」が高い人ほど減薬への意向が高く、現在服用している薬を適切で必要なものと認識してい

る人ほど減薬への意向が低いことが分かりました。（図１a） 

一方、介護者では、高齢者とは異なり複数の要因が減薬への意向と関連していました。薬の管理や服薬

に伴う負担感が大きいこと、薬への関与が高いことは減薬への意向の高さと関連していました。反対に、

現在の薬を適切であると考えていることや、薬を中止することへの不安が強いことは、減薬への意向の低

さと関連していました。また、医師への信頼が高い介護者ほど減薬への意向が高いことも明らかになりま

した。（図１b） 

これらの結果から、高齢者・介護者のいずれにおいても、薬が本当に必要かを考える視点や、薬物治療

に主体的に関わる姿勢が減薬への意向と関連していることが示されました。また、介護者では患者本人の

状態や医師との関係性も意思決定に関わる可能性が示唆されました。本研究は、日本の高齢者と介護者を

対象として、減薬への意向に関連する心理的要因を定量的に明らかにした初めての研究であり、患者・家

族と医療従事者が対話を重ねながら薬物治療を見直すための基礎的知見を提供するものです。これらの

知見は、患者中心の医療の推進と薬物治療の安全性向上に貢献することが期待されます。 
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 今後の展開  

本研究では、高齢者や介護者の減薬への意向に関連する心理的要因が明らかになりました。今後は、薬

物治療への関与を高める患者支援や、患者・介護者と医療従事者との対話を促進する介入の方策を開発

し、それらが実際の減薬や薬物治療の安全性向上につながるかを検証する必要があります。これらの取り

組みを通じて、患者中心の意思決定を支援し、安全で質の高い薬物治療の実現に貢献することが期待され

ます。 

 

 参考図  

 

図１ 減薬への意向に関連する要因 

 本図は、高齢者 326 人および介護者 216 人において、減薬への意向と関連する要因を示しています。

中央の縦線（オッズ比 1.0）より右側は「減薬への意向が高い」こととの関連、左側は「減薬への意向が

低い」こととの関連を示します。高齢者・介護者の双方で、「薬への関与」が高いほど減薬への意向が高

く、「現在の薬は適切である」という認識が強いほど減薬への意向が低いことが分かりました。さらに介

護者では、薬による負担感や医師への信頼も減薬への意向と関連していました。これらの結果は、患者や

介護者が薬物治療に主体的に関わり、医療者との対話を通じて意思決定を行うことの重要性を示してい

ます。 

 

 用語解説  

注１） revised Patientsʼ Attitudes Towards Deprescribing（rPATD） 

 2013 年にオーストラリア・モナシュ大学の Reeve 博士らの研究グループにより、高齢者の減薬に対す

る態度を評価する Patients' Attitudes Towards Deprescribing（PATD）が開発されました。2016 年に

は、それまでの研究で明らかになった減薬を進める要因と妨げる要因を反映した改訂版である revised 
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Patients' Attitudes Towards Deprescribing（rPATD）が開発され、併せて介護者向け質問票も作成され

ました。現在では多くの言語に翻訳され、世界各国で活用されています（2025 年 11 月現在、13 言語・

24 か国）。rPATD は、高齢者版 22 項目、介護者版 19 項目の質問で構成され、「薬による負担感」「薬の

適切性の認識」「薬を中止することへの不安」「薬への関与」の 4 つの構成要素に加え、「医師が減薬を提

案した場合に薬を減らしたいと思うか」および「現在の薬物治療に満足しているか」を評価する 2 つの

包括的質問から構成されています。 

構成要素 質問項目数 内容 

Burden（負担） 高齢者 5，介護者 4 金銭的、作業的、心理的負担など 

Appropriateness（適切性） 高齢者 5，介護者 5 効果がない、副作用が起こっているなど 

Concerns about stopping

（中止への懸念） 

高齢者 5，介護者 4 中止に対する不安、健康上の不利益など 

Involvement（関与） 高齢者 5，介護者 4 薬に対する理解、薬剤決定への関わりなど 

包括的質問 高齢者 2，介護者 2 減薬の意向、薬の満足度 
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 問合わせ先  

【研究に関すること】 

北海道科学大学 薬学部 講師 石井 充章（いしい みつあき） 

TEL: 011-876-2375 Email: ishii-m@hus.ac.jp 

URL: https://gyoseki.hus.ac.jp/hushp/KgApp/k03/resid/S001731 

 

【取材・報道に関すること】 

北海道科学大学 入試広報課 

TEL: 011-688-2381 

E-mail: koho@hus.ac.jp 

 

筑波大学広報局 

TEL: 029-853-2040 

E-mail: kohositu@un.tsukuba.ac.jp  
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